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ジョイフル本田、営業・経常利益は2期連続で過去最高


当期純利益も会社設立以来の最高益を達成

株式会社ジョイフル本田 2022年6月期決算説明会

2022年8月4日に行われた、株式会社ジョイフル本田2022年6月期決算説明会の内容を書き起こしでお

伝えします。

スピーカー 株式会社ジョイフル本田 代表取締役社長CEO　細谷武俊 氏
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細谷武俊氏：株式会社ジョイフル本田、代表取締役社長CEOの細谷武俊でございます。本日はご多用

のところ、ご出席いただき誠にありがとうございます。それでは、2022年6月期の決算について説明

いたします。

2022年6月期の決算のポイントです。

当該年度は、「売上高伸長への再挑戦」「マージン改善とコストコントロールの継続」「未来へ向け

た積極投資」の3点を重点的に取り組みました。

結果として、営業利益および経常利益は2期連続で過去最高益、当期純利益も会社設立以来の過去最

高となりました。

お客さまの潜在的ニーズに訴求することを主眼としたマーチャンダイジングと売場創造の継続的な実

行によって、「付加価値の源泉」である売上総利益率も継続的に向上しています。

2022年6月期決算説明会

22/6期　決算のポイント



主要P/L項目および経営指標について、こちらをご覧ください。

原材料が高騰し続ける経済環境においても、粗利ミックスやシェアード・サービスによる間接部門の

統合・効率化、そしてデジタルツールの活用などを推進してきた結果、営業利益以下すべての利益レ

ベルで過去最高益となりました。

また、5月6日に公表した中期経営計画における定量目標の3つの柱、EBITDA・ROE・売上高ですが、

EBITDAは149億3,200万円、前年比プラス4.5パーセント、EBITDAマージンは12.1パーセント、前年

比プラス1.1ポイント、ROEは9.7パーセント、前年比プラス1.5ポイントと、前年を大幅に上回るこ

とができました。

主要P/L項目および経営指標

月次売上高の対前年同月比



続いて、月次売上高の対前年同月比推移のグラフです。売上高前年比は、残念ながら前年を5ポイン

ト強、下回る結果となりました。

売上高マイナスの2大要因としましては、「大量消費財の価格政策転換」と「天候不順による工事遅

延および園芸関連需要の減少」が挙げられます。

消費財のEveryday Low Price戦略への転換は、安心価格の訴求であると同時に、新たな価値創造を創

出する商品群をお客さまに継続提供する施策でもあります。粗利率改善の一方で、薄利多売傾向の商

品の入れ替えを実施したことが、売上高にはマイナスに作用しました。

また、季節の変わり目に発生する激甚気象によって、特に住宅改築工事の大幅な遅れと、シーズナル

な園芸関連の商材が大きく影響を受けました。

売上総利益および販管費



左サイドのグラフが売上総利益、右側が販管費の推移です。

売上総利益について、ユニークな売場展開に取り組むため、非計画消費を喚起する商品の企画・開発

や、バイヤーの目利き発掘商品を逐次導入するなどの継続的改善に努めた結果、「稼ぐ力」である売

上総利益率は、前年比0.7ポイントアップし、過去最高の32.4パーセントとなりました。

一方、販管費においては、間接部門の集約、売場の融合による人員適正化、さらにはモバイル端末を

使用したペーパーレスや、クラウド決裁等の省力化に加えて、各営業拠点の損益数値を「見える化」

し「共有知化」することによって、管理職の経営マインドを醸成していき、販管費削減に効果を発揮

しています。

営業利益率および営業利益額



こちらは営業利益関連です。歴年の推移をご覧ください。

2022年6月期では、先に申し上げた粗利率向上と販管費削減の効果で、営業利益率は通期で9.9パーセ

ント、営業利益は過去最高の122億円となりました。

経営基盤の整備がひととおり完了して、今期からの中期経営計画に向けスタートしております。

EBITDA･ROE



新たな経営指標に掲げたEBITDAとROEについてはグラフのとおりです。

左の折れ線グラフ、濃い青のEBITDAマージンは、業界最高水準の12.1パーセント、2022年6月期は

2019年との比較で、4.1ポイントプラスと伸長しました。また、薄いブルーのROEも、2019年比で

5.5ポイントのプラス、9.7パーセントです。

右の棒グラフは、EBITDAの実績推移ですが、過去4年間で着実に向上しております。

続いて、今期業績予想と株主さまへの還元について発表いたします。

今期の業績予想



今期の業績予想については、スライドの表のとおりです。

売上・粗利は前期比プラスの見通しをもっておりますが、大型新規出店の影響があり、販管費増によ

り、営業利益・経常利益は前期比で減少、EBITDAは微増の見通しです。

群馬県で2023年の春以降オープン予定の、仮称ジョイホンパーク吉岡についてですが、その収支は本

業績予想に含まれております。事業ドメインである「住まい」と「生活」の売上分野別構成比は、前

期とほぼ同じになる想定です。

なお、上半期と下半期、それぞれの業績予想につきましては、付属資料でご確認いただけますようお

願いいたします。

株主還元 1/2 自己株式の取得と消却



次に、株主還元のうち、自己株式取得に関して説明いたします。

2022年6月期は、約50億円の自己株式を取得、および消却を実施した結果、総還元性向は70パーセン

ト超となりました。

また、2022年6月6日に公表した 「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」 においての、

自己株式の取得方法は、昨日公表のとおりでございます。詳細は適時開示をご覧ください。

今後も当社は、資本効率を高め、1株当たり利益の増大を図ることを目的として、自己株式の取得を

機動的かつ継続的に実行いたします。

株主還元 2/2 配当予想



続いて、配当です。

2022年6月期の期末配当につきましては、21円とさせていただきます。配当方針によるDOEの目安、

業績、および財務状況にしたがって、前期実績から3円の増額となり、中間配当の21円と合わせ、年

間合計では42円、前期実績33円50銭から8円50銭の増配となります。

さらに、今期の配当予想については、年間で46円、前期比で4円のプラス、上場来9期連続での増配を

予定しております。詳細は、昨日公表の適時開示をご覧ください。

最後に、今期の事業方針と新たな取り組みについて説明させていただきます。

今期の事業方針



2023年6月期方針は「世代を超えたファンを拡げていこう！」 としました。

「唯一無二の新たなお店づくり」に挑戦することで、幅広い顧客層から親しみを持たれ、地域に根差

した 「エンターテインメント・リテイリング」の真髄を追求してまいります。

ナンバリングした4つの施策を、今期の事業展開の柱と位置付けました。

今期の取り組み例 ①



今期の大きな取り組みとして、前橋市や高崎市と隣接する群馬県北群馬郡吉岡町に新規オープン予定

の、仮称ジョイホンパーク吉岡の完成予想イメージを、ここにご紹介いたします。

従来の店舗フォーマットを根本から見直して、ご家族お揃いで楽しんでいただける空間、さらには、

近隣のプロ需要、職人さんのニーズにダイレクトにお応えするフルスペック型の大型店です。

テナント企業の各社さまにおいても、新フォーマットにフィットする斬新なお取り組みが期待されま

す。 みなさま、来年ぜひご来場ください。

今期の取り組み例 ②



続いて、さらに注力していくその他取り組み事例です。

「地域1番店として『EDLP』の実現」、「顧客層拡大の取り組み、B2Bの展開」、アライアンス・パ

ートナーシップ展開として、 前期の円谷プロダクションさまに続く大型企画は、「ウォルト・ディズ

ニー・ジャパンさまからの独自ライセンスコーナー『MAGIC　FOREST』の全店展開」、「グローバ

ル調達の拡大」、さらには、トレンドや地域特性を取り入れた「新カテゴリーの導入」などがありま

す。

まだまだご紹介しきれませんが、新たな挑戦を続々実行してまいります。

SDGsのソリューションを地域社会と共創



最後に、新たに始めたSDGsの取り組みについてのお話です。

当社の「中期経営計画」の基本方針のひとつ、「SDGsのソリューションを地域社会と共創」 の実現

に向け、自社のカーボンニュートラルを実現するのみならず、出店地域への再エネルギー供給までを

視野に入れた太陽光発電を活用した次世代型店舗 「GX Store」のプロジェクトがスタートしました。

詳細は、7月5日公表の適時開示をご覧ください。

今後も社内外に向けて価値ある情報発信を継続してまいります。以上で、私からの説明を終わりま

す。

長時間のご清聴、ありがとうございました。
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